
国際連携教育課程（ジョイント・ディグリー）制度上の課題と対応について

共通の課程
ａ学科

ｂ学科〔国際連携○○学科（ＪＤ）〕

ｃ学科

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

国 際 連 携 ○ ○ 学 科

Ａ大学
（相手国）

Ｂ大学
（我が国）

【Ａ大学（相手国）から履修を始める学生の場合】

①入学

②ｂ学科に進ん
だ学生が転入学
（同時にＡ大学
にも在籍）

【転入学とともに以下の措置が必要】
※1Ａ大学での１年間をＢ大学の修業年
限に通算

※2 Ａ大学での単位を既修得単位として
Ｂ大学において認定（現行制度では
不可）

Ａ大学のみ在籍 Ａ大学及びＢ大学に在籍（在籍関係）

※この間、各学
科に進む学生
の特定は不可

左記のようなケースにおい
てＪＤが成立するよう、大
学設置基準等の規定（既修
得単位の認定）を改正。

適用に当たっては、左記の
ような特例的なケースに限
定し、抑制的に運用する。
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